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９
月
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
松
田
町
議
会
議
長
に
再

選
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
な
か
、
議
長
と
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
責
任
の
重
さ
と
、
与
え
ら
れ
た
課
題
の
大
き
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
小
学
校
建
設
や
新
松
田
駅
北
口
整
備
事
業
な

ど
、
町
民
の
生
活
に
直
結
し
た
生
活
支
援
や
経
済
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
福
祉
の
向
上
に

繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

近
年
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
や
少
子
高
齢
化
な
ど
様
々
な
課
題
が
山
積
み
す
る
な
か
、
町
議
会

は
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
決
機
関
と
し
て
果
た
す
役
割
は
一
段
と
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
町
当
局
と
議
論
を
重
ね
課
題
解
決
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
に
は
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

議
長
選
挙
の
結
果

当
　
選　

飯
田　
　

一　

７
票

齋
藤　
　

永　

５
票

副
議
長
選
挙
の
結
果

当
　
選　

井
上　

栄
一　

７
票

南
雲　

ま
さ
子　

１
票

無
効
票　
　
　
　

４
票

　

定
例
会
最
終
日
の
９
月
17
日
に
、
飯
田
議
長
並

び
に
平
野
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
議
長
に
飯
田
一
議
員
が
再
選
さ
れ
、
新

し
い
副
議
長
に
井
上
栄
一
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

正
・
副
議
長
選
挙
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
議
会
全
員
協
議
会
を
公
開
し
、
平
成
27
年
か

ら
引
き
続
き
４
回
目
の
立
候
補
制
を
と
り
所
信
表

明
を
行
い
、
本
議
会
で
議
員
の
投
票
に
よ
る
選
挙

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

正
・
副
議
長
選
挙
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。 正

・
副
議
長
選
挙
の
結
果

令和３年

第3回定例会
会期　9月13日（月）〜17日（金）

9/13 一般質問
　寺嶋議員・南雲議員� （Ｐ６）
　井上議員� （Ｐ７）

議案審議等
　�承認１件（専決処分）、議案２件
（条例改正・指定管理）

9/14 議案審議等
　�委員会報告２件（請願・補正予
算）、議案２件（補正予算）、認定
９件（決算）

9/15 特別委員会（決算１件）

9/17 議案審議等
　�委員会報告２件（指定管理・決
算）、発議１件（意見書）、認定８
件（決算）、報告３件、選挙２件
（正副議長）、同意１件（監査委
員）、そのほか各種委員会委員
選出などが行われ、閉会しまし
た。

議
　
長
　
飯
田
　
　
一

副
議
長
　
井
上
　
栄
一
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◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

　

◎
寺
嶋　
　

正

　

○
内
田　
　

晃

　
　

田
代　
　

実

　
　

中
野　
　

博

　
　

飯
田　
　

一

　
　

齋
藤　
　

永

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　

◎
平
野　

由
里
子

　

○
唐
澤　

一
代

　
　

古
谷　

星
工
人

　
　

井
上　

栄
一

　
　

南
雲　

ま
さ
子

　
　

大
舘　

秀
孝

【
足
柄
上
衛
生
組
合
議
員
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

井
上　

栄
一

【
足
柄
東
部
清
掃
組
合
議
員
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

田
代　
　

実

　
　

齋
藤　
　

永

【
表
彰
審
査
会
】

　
　

飯
田　
　

一

【
都
市
計
画
審
議
会
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

平
野　

由
里
子

【
民
生
委
員
推
薦
会
】

　
　

飯
田　
　

一

【
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

内
田　
　

晃

【
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
】 

　
　

唐
澤　

一
代

【
足
柄
上
地
区
広
域
行
政
協
議
会
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

寺
嶋　
　

正

【
神
奈
川
県
西
部
広
域
消
防
運
営

協
議
会
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

古
谷　

星
工
人

【
議
会
選
出
の
監
査
委
員
】

　
　

中
野　
　

博

【
新
東
名
高
速
道
路
事
業
対
策
委

員
会
委
員
】

　
　

古
谷　

星
工
人

　
　

大
舘　

秀
孝

【
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
委
員
】

　
　

平
野　

由
里
子

【
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
委

員
会
委
員
】

　
　

南
雲　

ま
さ
子

そ の 他 の 役 職

（令和3年9月17日選出）議会の新しい役職表

産業厚生常任委員会

委員長
南雲　まさ子

副委員長
寺嶋　正

委　員
飯田　一

委　員
唐澤　一代

委　員
平野　由里子

委　員
内田　晃

総務文教常任委員会

委　員
齋藤　永

委　員
中野　博

委　員
大舘　秀孝

委　員
田代　実

副委員長
井上　栄一

委員長
古谷　星工人
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町
税
の
収
入
未
済
額
が

６
８
８
５
万
円
と
多
く
残
っ

て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

　

ま
た
、
収
納
対
策
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

（
税
務
課
）

　

収
入
未
済
額
の
主
な
も
の

は
、
町
民
税
・
固
定
資
産
税

で
あ
る
。

　

滞
納
者
に
つ
い
て
は
随
時

督
促
状
、
催
告
書
の
発
布
に

よ
り
納
付
を
促
し
て
い
る
が
、

今
後
も
職
員
一
体
と
な
り
、

積
極
的
に
調
査
、
滞
納
処
分

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

地
方
交
付
税
の
中
の
特

別
交
付
税
９
５
９
９
万
円
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
が
増

え
た
要
因
、
令
和
４
年
度
の

地
方
交
付
税
の
見
込
み
額
は
。

（
政
策
推
進
課
）

　

特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

費
用
等
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。

普
通
交
付
税
は
地
域
社
会
再

生
事
業
費
の
追
加
及
び
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ

る
増
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は

10
億
円
を
上
回
る
と
予
想
し

て
い
る
。

相
続
財
産
管
理
人
選
任

（
手
数
料
）
が
初
め
て
示
さ

れ
た
。
新
し
い
制
度
の
よ
う

な
の
で
詳
細
説
明
を
。

（
税
務
課
）

　

土
地
や
建
物
な
ど
の
固
定

資
産
を
相
続
人
全
員
が
放
棄

し
た
際
に
、
弁
護
士
を
管
理

人
に
選
任
し
て
相
続
財
産
を

売
却
す
る
制
度
で
あ
る
。
そ

の
手
数
料
は
弁
護
士
に
係
る

経
費
が
主
な
も
の
で
、
売
却

し
た
金
額
か
ら
支
出
し
、
残

額
が
あ
れ
ば
滞
納
分
等
に
充

て
る
。

町
有
財
産
で
あ
る
土
地

の
利
用
方
法
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

（
副
町
長
）

　

町
有
地
の
利
活
用
が
な
か

な
か
難
し
い
。
行
政
で
や
っ

て
い
く
土
地
、
民
力
を
借
り

て
い
く
土
地
、
ま
た
は
売
買

し
て
財
産
と
し
て
い
く
土
地

を
見
極
め
る
。

防　
　

災

松
田
町
消
防
団
（
７
個

分
団
）
の
人
員
は
確
保
さ
れ

て
い
る
の
か
。

（
総
務
課
）

　

消
防
団
の
定
数
１
６
４
人

に
対
し
て
、
現
在
の
団
員
数

は
１
３
７
人
・
充
足
率
は
83
・

５
％
で
あ
る
。
１
個
分
団
当

た
り
15
人
余
り
で
活
動
し
て

い
る
た
め
、
も
う
少
し
増
員

で
き
る
よ
う
勧
誘
に
つ
い
て
、

各
分
団
へ
周
知
し
て
い
く
。

歳　
　

入

自
治
・
政
策

令和２年  第３回定例会
９会計の決算を認定
歳　　入　101億8002万円
歳　　出　 95億9294万円
差引残額　 5億8708万円

　

一
般
会
計
は
歳
入
70
億
１
３
７
７
万
円
（
前
年
度
比
50
・
８
％

増
）
に
対
し
、
歳
出
66
億
３
１
７
９
万
円
（
前
年
度
比
50
・
４
％

増
）
で
、
差
引
額
は
３
億
８
１
９
８
万
円
と
な
り
、
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
特
別
会
計
等
の
総
額
は
歳
入
31
億
６
６
２
５
万
円
（
前
年
度

比
０
・
５
％
減
）
に
対
し
、
歳
出
29
億
６
１
１
４
万
円
（
前
年
度

比
０
・
２
％
減
）
で
、
差
引
額
は
２
億
５
１
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

９
月
15
日
に
、
議
員
全
員
（
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
に
よ
る

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
町
長
・
副
町
長
・

教
育
長
以
下
、
参
事
・
課
長
等
職
員
が
出
席
し
、
詳
細
に
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

令和２年度 一般会計決算の状況
※千円以下を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

自主財源・・・町が独自に調達できる財源（町税、使用料・手数料など）
依存財源・・・国や県などから交付される財源や借入金（県・国庫支出金、地方交付税、町債など）

� （単位：万円）

①議会費� 7,973
②総務費� 139,082
③民生費� 245,015
④衛生費� 33,958
⑤農林水産業費� 10,058
⑥商工費� 14,291
⑦土木費� 35,477
⑧消防費� 31,119
⑨教育費� 106,693
⑩公債費� 36,596
⑪災害復旧費� 2,918

利活用を検討している砂利線跡地

一般会計
歳入総額
701,377

一般会計
歳出総額
663,179

自主財源
37%

①

②

③④
⑤

依存財源
63%

⑪

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
、

８
月
４
日
か
ら
31
日
の
１
か

月
に
か
か
っ
た
薪
と
灯
油
代

の
合
計
。
当
初
計
画
に
く
ら

べ
年
間
で
安
く
な
る
の
か
。

（
福
祉
課
）

　

１
か
月
間
の
結
果
は
、
20

日
間
で
灯
油
と
薪
は
合
計
約

８
万
円
。

　

当
初
計
画
で
は
、
年
間
１

８
５
万
円
で
あ
っ
た
が
30
万

円
程
度
安
く
な
る
見
込
み
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
在
宅
時
間
が
増

観
光
宿
泊
施
設
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
費

補
助
金
の
内
容
は
。

（
観
光
経
済
課
）

　

農
協
観
光
の
既
存
事
業
で

あ
る
宿
泊
施
設
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
購
入
に
対

す
る
補
助
金
で
あ
る
。

商
工
事
業
者
等
ス
マ
ー

ト
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

災
害
の
多
い
昨
今
、
学

童
の
子
ど
も
た
ち
に
防
災
頭

巾
で
は
な
く
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
用
意
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。（

子
育
て
健
康
課
）

　

防
災
頭
巾
に
つ
い
て
は
基

本
的
に
保
護
者
が
必
要
な
も

の
と
し
て
用
意
を
し
て
い
る
。

防
災
頭
巾
若
し
く
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
に
す
る
か
は
検
討
し
て

い
き
た
い
。

教
育
費
全
体
の
不
用
額
、

５
８
０
０
万
円
は
大
き
す
ぎ

る
と
思
う
が
、
そ
の
要
因
は
。

（
教
育
課
）

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
、
小
中
学
校
の
行
事

の
多
く
が
中
止
と
な
っ
た
ほ

か
、
生
涯
学
習
関
連
事
業
も

中
止
と
な
り
、
人
件
費
や
団

体
等
へ
の
補
助
金
執
行
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

衛

生

・

環

境

経

済

・

観

光

子
育
て

・
教　

育

え
て
い
る
が
、
ご
み
の
影
響

は
。
ま
た
、
プ
ラ
ご
み
に
つ

い
て
は
河
川
や
山
に
捨
て
ら

れ
て
お
り
、
環
境
汚
染
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
対
応
は
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　

全
体
的
な
ご
み
の
量
は
コ

ロ
ナ
前
と
比
較
し
て
減
少
し

て
い
る
が
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

商
品
の
利
用
増
に
よ
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
２

市
８
町
で
の
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ

宣
言
の
検
討
、
ポ
イ
捨
て
防

止
等
の
啓
発
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

業
補
助
金
の
内
容
は
。

（
観
光
経
済
課
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
の
協
力
金

申
請
や
取
組
証
申
請
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
は
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
飲
食

店
等
で
は
困
難
な
た
め
、
商

工
青
年
会
が
事
業
者
の
支
援

を
す
る
た
め
に
必
要
な
機
材

を
購
入
す
る
補
助
金
で
あ
る
。

リ
モ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
環
境
推
進
助
成
金

は
何
件
申
し
込
み
が
あ
っ
た

の
か
。
そ
の
目
的
は
。

（
福
祉
課
）

　

１
２
４
件
の
申
請
が
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を
購
入
し
た
際
に
３
万
円

を
上
限
に
補
助
し
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
構
築

を
目
的
と
し
、
機
器
と
通
信

環
境
を
切
り
分
け
、
イ
ニ
シ

ャ
ル
コ
ス
ト
部
分
の
補
填
を

行
い
、
今
回
は
環
境
整
備
に

主
眼
を
置
い
た
。

生　
　

活

決算審査特別委員会委員会報告（抜粋）
審査の結果

　採決の結果、賛成多数で認定すべきものと決定

しました。

審査の内容

　歳入については一括、歳出については各款を単

位として、適切な執行がなされたかを中心に審査

を行いました。

　なお、コロナ対策関連の国交付金等による事業

では、地域経済の活性化を目指すため、町内業者

等を活用する方向性を持たれるよう十分留意され

たい。

松田学童保育室での避難訓練

松田小学校新校舎に貼る
「積み木壁」の作業



6

反対討論
寺嶋　正　議員

　令和2年度松田町一般会計歳入歳出決算の認定について、反対の立場から討論を行います。今回の特徴は、新型
コロナウイルス感染症の影響で町税が減収となりましたが、地方交付税が増となり、コロナ過で感染症対応地方創
生臨時交付金を活用し、感染症対策や消費喚起対策など地域経済活動を守る取り組みがされたことだと思います。
　歳入決算額は前年度対比50.8%増の70億1,377万円、歳出決算額は前年度対比50.4%増の66億3,179万円
で、歳入歳出差引3億8,197万円の剰余金が生じ、繰越明許費の「感染症総合対策事業、新松田駅周辺整備事業
等」に係る翌年度へ繰り越すべき財源1,046万円を除いた実質収支額は3億7,151万円となりました。
　歳入では、自主財源の主たる町税は15億6,395万円となり、依存財源の地方交付税は10億722万円、国庫支
出金は20億6,135万円、町債は6億9,870万円となっています。歳出では、性質別に見ると人件費、扶助費、
公債費を含めた義務的経費は20億4,191万円で、物件費、維持補修費、補助費等を含めた経常的な経費は45億
6,219万円となっています。令和2年度末の地方債現在高は47億730万円で、結果として町税の不能欠損額は
164万円、収入未済額は6,855万円もあり、収納向上対策が求められています。そして経常的な経費の節減に努
め、行政サービス低下にならないような町財政の身の丈に合った事業に取り組んでいかなければなりません。普通
建設事業では、町民文化センターＥＳＣＯ事業、道路新設改良整備事業、松田小学校整備事業、防災行政無線デジ
タル改修事業など実施しています。今後、新松田駅周辺整備も予定されており、扶助費や公債費の増加等で厳しい
財政運営が予測されます。町民のくらし、福祉の拡充、町有地の有効活用などを検討することです。
　決算の評価として、コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業を行ったことは理解できます
が、事業の未執行や不用額が多く見受けられるので十分精査して適正な予算措置をすること。町民文化センターＥ
ＳＣＯ事業の補正予算を専決処分し、議会が不承認したにもかかわらず工事請負契約を締結し事業を執行したこと
には納得できません。健康福祉センター木質バイオマスボイラー設置工事での再生可能エネルギーを活用する意義
は分かりますが、燃料用木材の供給、薪の製造、エネルギー利用などで事業工程・体制についての実施計画が遅
れ、松田産の薪を使用するに至っていないことです。町消防団員は141名で前年度から3名減です。消防団員定
数は164名ですが、充足率は83.5%と低くなっています。町民の生命と財産を守る立場から消防団員を増やすこ
とです。以上のようなことから決算に賛成できないことを申し上げて反対討論とします。

賛成討論
南雲　まさ子　議員

　賛成の立場で討論をいたします。
　1年間の財政状況を数値で見ますと、経常収支比率が86.7％と前年度比2.2ポイント下がりましたが、健全化
判断比率の指標では、実質公債費比率が0.2ポイント上がって5.5％となり、健全な状況であると認められます。
又、将来負担率は、16.1ポイント下がって49.2％となり、将来世代に負担を強いる状況ではなく、健全な財政
運営がなされたと評価いたします。
　歳出では、新型コロナウイルス感染症対策事業として、ワクチン接種をいち早くスタートし、1人10万円の定
額給付金の給付、児童手当を受給する世帯に受給対象児童1人あたり1万円の臨時特別給付金の給付、保育園・学
童保育利用者負担額を欠席した日数に応じて減額、又、町独自の生活・経済支援事業として、75歳以上の高齢
者・妊産婦の方へタクシー初乗り運賃を助成、町内中小企業・小規模事業者へ支援金の給付、子育て世帯緊急支援
事業として町内で使用できる飲食券・商品券の支給、町指定ゴミ袋の配布などが行われ町民から評価を得ました。
　他に、主な事業として町民文化センターESCO事業、道路新設改良整備事業、松田小学校整備事業、防災行政
無線デジタル化改修事業などが実施されました。
　町税が新型コロナウイルス感染症の影響に伴う徴収猶予の特例制度の影響を受けるなどした中でも、健全な財政
運営がなされました。よって賛成討論といたします。

認定第１号　令和２年度松田町一般会計
� 歳入歳出決算の認定について　【討論】
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▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
３

年
度
松
田
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
））

　

松
田
中
学
校
内
に
あ
る
ポ

ン
プ
機
が
故
障
し
、
校
内
の

屋
内
消
火
栓
か
ら
の
放
水
が

で
き
な
く
な
り
、
急
施
を
要

す
る
こ
と
か
ら
専
決
処
分
を

行
い
、
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

▼
松
田
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

最
低
賃
金
法
に
定
め
る
神

奈
川
県
の
地
域
別
最
低
賃
金

が
令
和
３
年
10
月
に
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
つ

い
て
対
応
を
図
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業

に
お
け
る
来
年
度
の
警
察
協

議
や
都
市
計
画
で
必
要
と
な

る
、
図
面
及
び
資
料
等
を
作

成
す
る
た
め
の
測
量
業
務
委

託
料
で
す
。

　

第
３
回
臨
時
会
で
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

継
続
審
査
と
な
り
、
９
月
13

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
担

当
課
か
ら
詳
細
説
明
を
受
け
、

賛
成
全
員
で
可
決
と
し
、
本

会
議
で
も
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億

９
７
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
69
億
７
６
２
０

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
地

方
交
付
税
、
衛
生
費
国
庫
補

助
金
な
ど
、
歳
出
は
財
政
調

整
基
金
積
立
金
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

委
託
料
な
ど
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４

０
３
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
11
億
２
８
３
１

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
一

般
会
計
繰
入
金
、
前
年
度
繰

越
金
、
歳
出
は
保
険
給
付
費

の
財
源
補
正
、
介
護
給
付
費

負
担
金
過
年
度
分
返
還
金
な

ど
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

請
願
第
１
号

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業

の
推
進
に
関
す
る
請
願
書

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
→
採
択

　

８
月
２
日
に
町
商
工
振
興

会
会
長
ほ
か
２
名
（
以
下

「
請
願
者
」
と
い
う
）
か
ら

の
請
願
書
を
受
理
し
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
に
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
同

日
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査

し
ま
し
た
が
、
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
に
は
請
願
者
を

参
考
人
と
し
て
要
請
し
、
聞

き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
賛
成
全
員
で
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、

本
会
議
で
も
採
択
に
な
り
ま

し
た
。

発
議
第
４
号

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
は
、
変
異
株
の
猛
威

も
加
わ
り
、
各
方
面
に
甚
大

な
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
国
民
生
活

へ
の
不
安
が
続
い
て
い
る
中

で
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
総
額
の
確
保
充
実
を
求

め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
、
国
へ

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

合
同
会
社
佐
野
フ
ァ
ー
ム

（
佐
野
晃
一
代
表
社
員
）
を
、

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
８
年
３
月
31
日
ま
で
、
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の

で
す
。
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
に
付
託
を
し
、
９
月
13
日
、

14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
担
当
課
か
ら
詳
細
説

条
例
・
補
正
予
算
等

議
案
第
38
号

松
田
町
寄
農
と
交
流
拠
点
施
設
の

�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
→
可
決 

明
を
受
け
、
賛
成
全
員
で
可

決
と
し
、
本
会
議
で
も
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

審
議
の
結
果

　

採
決
の
結
果
は
、
11
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議案第38号
産業厚生常任委員会報告（抜粋）

　審査の結果、適切なものであると判断しました。
　なお、次の項目について、申し入れをします。
（1）建物を良好に維持するため、大きな修繕等は町の責任で
行うこと。
（2）指定管理候補者の事業計画は、農園事業からの収入（利
用料）を前提としているが、前農園管理者の利用状況を踏
まえると、収入の展望は厳しいことも想定される。このた
め、ＢＢＱや体験事業など農園事業だけに依存しない安定
した経営体制の確保に努めるよう指導されたい。
（3）市民農園としての経営を継続する難しさもあるので、土
地利用については今後の運営状況を踏まえ、現土地賃貸借
契約の期間満了までに地権者の意向も確認し、必要に応じ
て特定地域土地利用計画への編入も検討されたい。

整備が進む農園と、農と交流拠点施設
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第
３
回
臨
時
会

　

８
月
４
日
に
第
３
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
承
認
２
件
、

条
例
１
件
、
委
員
会
報
告
２

件
、
補
正
予
算
４
件
、
請
願

１
件
の
審
議
を
し
ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
３

年
度
松
田
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
））

　

大
雨
の
影
響
に
よ
る
、
町

道
や
農
道
等
の
災
害
復
旧
対

応
に
急
施
を
要
す
る
た
め
、

専
決
処
分
を
行
い
、
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
３

年
度
松
田
町
寄
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
））

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８

０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
４
４
７
３
万
２
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

弥
勒
寺
水
源
第
１
送
水
ポ

ン
プ
１
基
が
故
障
し
、
断
水

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
更
新
工

事
に
急
施
を
要
す
る
た
め
、

専
決
処
分
を
行
い
、
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

▼
新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業

の
推
進
に
関
す
る
請
願
書

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
２
回
定
例
会
で
付
託
さ

れ
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
が
、
閉
会
中
に
自
治
会
長

連
絡
協
議
会
会
長
を
参
考
人

と
し
て
要
請
し
、
条
例
に
つ

　

第
２
回
定
例
会
で
付
託
さ

れ
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
が
、
閉
会
中
に
審
査
を
行

議
案
第
24
号　

松
田
町
行
政
協
力
委
員
に
関
す
る
条
例

総
務
文
教
常
任
委
員
会
→
修
正
可
決

議
案
第
25
号　

松
田
町
寄
農
と
交
流
拠
点
施
設
の

�

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
→
可
決

い
て
聞
き
取
り
を
行
い
、
修

正
可
決
の
委
員
会
報
告
が
さ

れ
、
第
３
回
臨
時
会
に
お
い

て
賛
成
全
員
で
修
正
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

い
、
第
３
回
臨
時
会
に
お
い

て
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

議案第25号
産業厚生常任委員会報告（抜粋）

　審査の結果、当該条例は適切なものであると判断しまし
た。
　しかし、管理棟はふれあい農園の付帯施設であり、今後
の管理運営について重要な課題があるため、次の項目につ
いて強く申し入れをします。
（1）規則（案）では管理棟は無休となっているが、休館日
を設けるよう検討されたい。
（2）管理棟を効率的に運営するためには、ふれあい農園の
利用実績から厳しい状況が想定されるので、法令を順守
のうえ実情に即した柔軟な運営を工夫されたい。
（3）ふれあい農園は一部日照等の問題があり、市民農園と
しての経営が難しくなることも想定される。土地利用に
ついては、今後の運営状況を踏まえ、現土地賃貸借契約
の期間満了までに地権者の意向も確認し、必要に応じて
特定地域土地利用計画への編入も検討されたい。

議案第33号
令和３年度松田町一般会計補正予算（第４号）
補正予算審査特別委員会報告（抜粋）

　一括で質疑を行い詳細に審査しました。
　この結果、次の事項について強く申し入れます。
（1）クールチョイス事業については過去の実績に基づ
き、町民に効果のある事業を執行されたい。
（2）事業執行に当たっては、ＰＤＣＡサイクルを踏ま
えて事業を執行し、報告されたい。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５

０
８
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
66
億
６
６
４
６
万
１

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
や
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助
金
、

歳
出
が
空
き
家
対
策
モ
デ
ル

事
業
委
託
料
、
水
道
料
金
の

基
本
料
金
を
減
免
す
る
た
め

の
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な

ど
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
上
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
寄
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

い
ず
れ
も
一
般
会
計
か
ら

の
補
助
金
を
繰
入
し
、
減
免

す
る
水
道
料
金
の
基
本
料
金

に
充
て
る
た
め
の
補
正
を
す

る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

３
会
計
と
も
賛
成
全
員
で
可
決

審
議
の
結
果

　

採
決
の
結
果
は
、
10
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大雨による土砂崩れ（町道7号線）
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　町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

⑴　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
関
係
で
診
療
日
を
縮

小
し
て
い
る
寄
診
療
所
に
新

た
な
医
師
を
採
用
し
、
通
常

の
診
療
を
再
開
す
る
こ
と
や
、

開
設
さ
れ
て
30
年
以
上
経
過

し
た
診
療
所
の
医
療
機
器
の

更
新
計
画
に
つ
い
て
。

⑵　

寄
診
療
所
に
お
け
る
保

存
温
度
を
経
過
し
た
ワ
ク
チ

ン
を
使
っ
た
医
師
の
聞
き
取

り
調
査
・
処
分
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
さ
れ
た
方
の
抗
体
検
査

と
ワ
ク
チ
ン
の
再
接
種
等
の

経
過
に
つ
い
て
。

⑶　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
た
が
、
64
歳

以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
見

通
し
、
若
年
層
の
感
染
防
止

対
策
や
公
共
施
設
の
使
用
制

限
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
伺

う
。

新しい医師を
迎え診療再開

回答（町長）

⑴　

９
月
１
日
よ
り
、
新
し

い
医
師
を
診
療
所
長
に
迎
え

て
診
療
を
再
開
。
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
医
療
の
提
供

が
可
能
と
な
っ
た
。
最
近
で

は
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
読
取
装

置
を
導
入
す
る
な
ど
、
耐
用

年
数
や
制
度
改
正
等
に
医
療

機
器
の
入
れ
替
え
を
す
る
。

⑵　

前
医
師
は
、
町
に
迷
惑

を
か
け
て
申
し
訳
な
い
の
で

寄
診
療
所
を
辞
め
た
い
と
の

こ
と
。
処
分
な
ど
の
具
体
的

な
措
置
は
弁
護
士
と
も
相
談
。

今
後
、
地
方
公
務
委
員
法
に

の
っ
と
り
行
う
。

⑶　

９
月
12
日
時
点
で
、
64

歳
以
下
の
１
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
は
62
％
、
２
回
目

は
51
・
２
％
の
見
込
み
。

　

学
校
等
で
は
、
換
気
、
消

毒
な
ど
感
染
対
策
を
行
っ
て

い
る
。
家
庭
内
で
の
感
染
防

止
で
注
意
喚
起
。

⑴　

地
域
参
加
型
の
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を

推
進
す
る
こ
と
で
地
域
の
創

意
工
夫
の
あ
る
学
校
運
営
が

進
む
と
考
え
ま
す
が
、
導
入

に
向
け
て
の
本
町
の
お
考
え

は
。

⑵　

海
外
の
方
を
招
聘
し
日

本
の
学
校
で
英
語
を
教
え
る

「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
（
ジ
ェ
ッ
ト
）
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
導
入
す
る
お

考
え
は
。

⑶　

コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
生

理
の
貧
困
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
任
意
団
体
の
「
♯
み

ん
な
の
生
理
」
に
よ
る
と
、

貧
困
や
ネ
グ
レ
ク
ト
に
よ
り

生
理
用
品
を
買
っ
て
も
ら
え

な
い
子
供
た
ち
が
い
る
と
の

指
摘
が
あ
り
ま
す
。
小
中
学

校
へ
の
生
理
用
品
の
無
償
提

供
の
お
考
え
は
。

子ども達の
健やかな成長の
ために

回答（教育長）

⑴

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
設
置
に
向
け
て
は
、

人
材
確
保
等
の
課
題
が
あ
る
。

　

現
在
設
置
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
が
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
見
守
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
今
後
導
入
を
目
指
し
て

い
く
。

⑵　

松
田
町
教
育
大
綱
で
、

外
国
語
教
育
の
大
切
さ
を
掲

げ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入

の
検
討
も
考
慮
し
な
が
ら
、

現
場
の
先
生
の
意
見
を
聞
き
、

外
国
語
指
導
の
強
化
を
図
る
。

⑶　

生
理
用
品
は
、
各
学
校

と
も
保
健
室
で
準
備
し
て
い

る
。
今
の
と
こ
ろ
、
個
室
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。
生
理
用
品

が
必
要
な
子
ど
も
が
保
健
室

に
来
て
、
養
護
教
諭
と
話
す

こ
と
も
、
ネ
グ
レ
ク
ト
や
貧

困
の
潜
在
化
等
が
発
見
し
や

す
い
と
考
え
る
。

寄
診
療
所
の
医
療
体
制
の
整
備
と

�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

質
問
者

　
寺
嶋
　
正
　
議
員

教
育
環
境
の
充
実
を

質
問
者

　
南
雲  

ま
さ
子
　
議
員

松田小学校ＡＬＴ（外国語指導助手）授業



10

このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

議 案 審 議 結 果 一 覧
第3回臨時会（令和３年８月４日）� ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決　承…承認　欠…欠席

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

承認 2 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度松田町一般
会計補正予算（第３号）） 承 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 3 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度松田町寄簡
易水道事業特別会計補正予算（第１号）） 承 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案24 松田町行政協力委員に関する条例（総務文教常任委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 松田町寄農と交流拠点施設の設置及び管理に関する条例
（産業厚生常任委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 松田町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 令和３年度松田町一般会計補正予算（第４号）
（補正予算審査特別委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 令和３年度松田町上水道事業会計補正予算（第１号）
（補正予算審査特別委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 令和３年度松田町寄簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
（補正予算審査特別委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 令和３年度松田町一般会計補正予算（第５号） 産業厚生常任委員会へ付託・閉会中の継続審査
請願 1 新松田駅周辺整備事業の推進に関する請願書 産業厚生常任委員会へ付託・閉会中の継続審査
※　飯田一議長は採決には加わらない。

⑴　

都
市
計
画
決
定
、
再
開

発
事
業
と
し
て
こ
の
計
画
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

集
約
施
設
整
備
へ
の
大
口
不

動
産
事
業
者
（
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
）
の
参
入
が
見
通
せ
な
い

場
合
、
土
地
保
有
者
や
地
上

権
者
、
テ
ナ
ン
ト
利
用
者
等

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、

組
合
へ
の
加
入
意
向
が
な
い

場
合
、
ま
た
、
土
地
の
譲
渡

等
に
同
意
さ
れ
な
い
場
合
の

再
開
発
事
業
の
今
後
の
進
展

は
。

⑵　

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

９
月
ま
で
に
町
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
及
び
１
市
５
町

資
源
循
環
型
ご
み
処
理
施
設

に
係
る
将
来
財
政
負
担
を
示

す
と
回
答
さ
れ
、
予
算
特
別

委
員
会
報
告
の
付
帯
項
目
に

お
い
て
も
「
新
松
田
駅
周
辺

整
備
事
業
」
を
審
議
す
る
必

要
条
件
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

未
だ
こ
れ
ら
の
事
業
計
画
を

含
め
た
財
政
推
計
が
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

町
長
の
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。町民参加で

より良い駅周辺整備
事業を

回答（町長）

⑴　

大
口
不
動
産
事
業
者

（
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
）
の
組
合

参
入
が
な
け
れ
ば
準
備
組
合

設
立
が
出
来
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
場
合
、
都
市
計
画
決
定

も
取
れ
な
い
た
め
、
事
業
手

法
そ
の
も
の
を
再
度
検
討
す

る
事
と
な
り
、
約
10
年
先
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

と
し
て
今
後
も
丁
寧
な
説
明

を
し
、
地
権
者
と
協
力
し
て

事
業
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
民
の
方
々
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
良

い
駅
周
辺
整
備
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。

⑵　

議
会
が
要
望
し
た
財
政

推
計
の
た
め
の
資
源
循
環
型

ご
み
処
理
施
設
に
係
る
将
来

財
政
負
担
は
、
３
年
度
末
に

示
さ
れ
る
予
定
。
町
公
共
施

設
個
別
施
設
計
画
に
つ
い
て

は
、
既
に
説
明
済
み
で
あ
り
、

見
直
し
等
は
し
な
い
。

質
問
者

　
井
上
　
栄
一
　
議
員

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
と

�
将
来
財
政
推
計
に
つ
い
て

混雑する小田急線新松田駅前
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第3回定例会（９月議会）� ○…賛成　●…反対　可…可決　承…承認　同…同意　欠…欠席　退…退席　除…除斥

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

承認 4 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度松田町一般
会計補正予算（第５号））　※１ 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案36 令和３年度松田町一般会計補正予算（第６号）（産業厚生常任委
員会報告）　※１ 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　37 松田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　38 松田町寄農と交流拠点施設の指定管理者の指定について
（産業厚生常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　39 令和３年度松田町一般会計補正予算（第７号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　40 令和３年度松田町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定 1 令和２年度松田町一般会計歳入歳出決算の認定について
（一般会計決算審査特別委員会報告） 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

　　 2 令和２年度松田町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 認 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 3 令和２年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 認 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 4 令和２年度松田町上水道事業会計利益の処分及び
決算の認定について

利益の処分 可 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算の認定 認 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 5 令和２年度松田町寄簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 認 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 6 令和２年度松田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 7 令和２年度松田町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
について 認 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 8 令和２年度松田町用地取得特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 認 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 9 令和２年度松田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について 認 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願 1 新松田駅周辺整備事業の推進に関する請願書
（産業厚生常任委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 退 ○

発議 4 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書の提出について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 4 監査委員の選任について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○

※　　飯田一議長は採決には加わらない。
※　　除斥：地方自治法第117条の規定により直接の利害関係のある議員は、その事件に関する議事に参与できない。
※　　ー：体調不良により採決時に議場不在。
※１　�議案第36号の議決前に、令和３年度松田町一般会計補正予算（第６号）が専決処分されたことにより補正予算の係数を整

理した。
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山の木、庭の木、畑の木…伐った木は
無駄にせず、お金に替えましょう

特定非営利活動法人 仂
ろく

  代表　根本 秀嗣さん（大寺在住）

※「住みやすい町を目指して」活動されている方や団体が、このコーナーに掲載を希望される場合は下記までご連絡ください。

自然に惹かれて翻弄されて
　私は平成17年に丹沢の山小舎スタッフとして
働きだし、職場の山麓に住みたくなり、妻と共に
松田庶子のちいさな貸家へと越してきました。そ
れから息子が生まれ、もっと山に近づきたい！と
平成27年に寄へと移り、今に
至ります。こうしてみると町民
歴は16年。いま46歳なので、
人生の３分の１強、松田町にお
世話になっています。
　地元の方にご紹介され、いま
住んでいる築百年以上のすばら
しいお家と、元気な元気な庭の
草や木…夏に越して来たから、
まずは寄の植物の勢いに翻弄さ
れました。

炭焼きの再生
　あるご縁から、寄のドッグランに隣接した大木
の剪定を頼まれ、作業に協力してくださった友人
たちや地元の方と「炭焼きを再生させる！」みん
なの活動を始めました。虫沢の雑木林をお借りし、
昔の窯を復活させて炭を焼く、文にするとあっさ
りですが、２年間かかりました。私は何年もヒマ
ラヤ山麓へ通い、長旅を続けています。そこでひ
とつ確信を得ました。「共同作業は社会の接着力
となる」です。炭焼き作業にはいろいろ苦労が伴

うのに、新たな参加希望者も迎え入れ、楽しい場
でした。

コミュニティとエネルギー活動へのお誘い
　さて、車やバイクを走らせ、食事を作り、テレ

ビやパソコン、携帯電話を動か
し、私たちの暮らしに欠かせな
いエネルギー…すべての源は太
陽です。そのエネルギーを受け、
身の回りの木々は春から夏にか
け、毎日自分のからだを太らせ
ています。この一部を、「再生
可能エネルギー」として利用し
ようという町の方針にはとても
共鳴しました。そこで炭焼きコ
ミュニティをベースにNPO法

人格取得、事業者公募に申し込み、実施事業者と
してGOサインを頂きました。目標は、まずは地
元産の木を集め、加工・管理し、公共入浴施設
「健楽の湯」に設置された薪
ボイラーへ納品するサイクル
の確立です。町民が身の回り
の木に好感を持ち、お風呂で
ちょっとした満足感に浸れる、
そう思ったら楽しく薪割りで
きそうです。ぜひとも応援よ
ろしくお願い致します。

第4回定例会は12月7日（火）開会

　新型コロナウイルス対策のため、
傍聴は10席となっております。
　発熱等症状がおありの方は、ご遠
慮ください。

NPO法人「仂」の理事たち
法人設立記念総会のあと　萱沼の旧安藤邸にて

松田町議会放映始めました
https://www.youtube.com/channel/UCL4dvVAqj_rasGCHlCOFwEw
【公式】松田町議会（チャンネル）スマートフォン等からの

アクセスはこちら

松田町議会基本条例に基づき「開かれた議会」
を推進するため、一般質問の動画を公開してい
ます。

YouTube  松田町議会

NPO法人「仂
ろく

」
ホームページ


